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はじめに

2015年は戦後70年という節目の年であったため、 1940

年代美術を回顧する展覧会が日本各地の美術館で開催さ

れ、戦前・戦後の連続性や非連続性についての検誌が活

発に行われた。たとえば、 120世紀日本美術再見1940年

代j展(三重県立美術館)や「画家たちと戦争J(名古屋・
市美術館)、 「戦後70年 :もうひとつの1940年代美-術J(栃

木県立美術館)等である 10 一方、 II決後日本美術の出発
1945-1955J (群馬県立美術館)のように、敗戦からの

10年間に焦点を当てて、 戦後日本美術の出発点を探ろう

とする展覧会も企図され、占領下の美術についても考察

が加えら才したO

しかしながら、前掲展覧会の企問者のひとりである毛

利伊知郎氏が、占領期の 日本の美術界と GHQとの関係
は今後さらに実態を解明すべきテーマであると指摘する

ように2、また関連シンポジウム「戦争と表現一文学、美

術、漫画iの交差Jのパネリスト小沢節子氏が 140年代後

半の美術は、 i¥史H寺具JJtJ，_ヒに研究の空白期Jなのではない
かと締め括るように3、 ヒ記の展覧会において、 GHQが
戦後の日本美術に与えた影響について、 具体的にはほと

んとε触れられていない。

ただ し、美術史の研究分野では近年、この 「空白期j

には!する研究が積み重ねられており¥多くの新事実が判

明している。たとえば、佐藤香里氏の IGHQ/SCAPの
文化政策と美術-CIE美術記念物課の人事と文化財保護」
や五十般利治氏の ICIE図書館と 占領下の美術界」、佐
藤直子氏 IGHQ/SCAPと工芸技術一〈無形文化財〉と
いう概念の誕生をめぐる考察Jなどにより、 CIEが戦後
の 日本美術界に果たした役割が次々と明らかにされ

たら口また、;~~郁匠子氏の 「シ ャーマン ・リ ーと 日本美術

一日本とシアトル美術館における活動から」では、 CIE
で、美術行政に関わり 、帰国後シアトル美術館副館長、ク

リーブランド美術館館長を歴任したシャ ーマン・リーの

日本での活動と彼の日本絵画史観の形成に焦点を当てた

考察がなされている九さらに f近代匝i説j23号 (2014
年)では、「占領期lの美術展と展示空間Jと題する特集が
組まれ、占領時!の問題に対して多角的な検討がなされ

た70

もま た現在まで占領時!の美術に関する調査を進め

てきたが、その過程で浮上してき たのは、占領期以後日

本に住んだ欧米人(美術関係者)が美術情報を共有しつ

つネットワ ー クを形成していた ~Jf実8、そして彼らが戦後

日本美術の許侃iに涼く関わっていた点である。むろん

1940年代後半をii¥)G中 .i段後という視点で検証することは

必要であろう D だが、 GHQ関係者が占領解除後の日本
に残した痕跡が少なく ないことが判明して くる と、 1940

年代後半を戦後日本美術の出発点と 捉え 、1950年代、

1960年代の戦後美術との連続性で検討する必要性を痛切

26 占領紛の美術と冷戦一日本、ドイツ、アメリカ

に感じる。

そこで本稿では、占領}!)J在日欧米人ネットワ ークの

「繋ぎ役」 を担っ た人物として [_Li m~'ヨl三郎 (1908-1984)
を採り 上げ¥彼が戦後日本の美術界において果たした役

割について考えたし、。UJEEIは、 1966i!'，から美術評論家述

照会長、 1968年から国立凶洋美術館館長、そして1980年

からジャポネズリ一学会(現 ・ジャポニスム学会)会長

の任に当たる傍ら、文化功労賞や文化勲章の選考委員も

務めるなど、美術文化の娠卵!と |主|際交流に多大な功績を

嫁した人物とされる九しかし、彼が占領期、 アメリカ陸

軍教育センターで「展覧及び 以[)長jを務め、在日欧

米人と幅広いネ y トワークを築いていたことはほとんど

知られていない 100 はたして山田が占領矧の在日欧米人

といかなる関係を築いていたのか、そしてそれが占領解

除後の日本の美術界にどのような影響を粛したのか。本

稿で、は戦前から1960年代半ばまでの山田笥I三郎の美術史

家'.1としての活動に焦点を当て、{皮がifiJ<1去の美術界に果
たした役割を検証ーする。

1.戦前から戦中へ:ドイツ留学と日独美術交流

山田智三郎は1908年10月11EI、東京-日本橋本111]に生ま

れた 120 出自について詐科11な情報はないが、 1928年から

1934年までの約 6年間ドイツ留学を果たしていることか

ら、経済的に裕福な家庭に育ったものと思l、われる。

美術史家としての山田の人生を決定づけたのは、 1926

年、彼が上智大学文学科予科 1年生在学:ヰlの17般のu寺、

中学n寺代の美術の教i:mに紹介されて大森に住む矢代害対[:
の家を訪問したことであるl~矢代は当11寺36歳、 前年ロ
ンドンで英文による『サンドロ ・ポッテイチェリJをFIJ
行し、日本に帰国したばかりの少壮気鋭の美術史学者で

あった 110 山田は矢代との初対耐の際に、 自分が書いた

ターナーについての論文をJ苛参 し、弟子になることを請

うたのだと いう 。以後、 ドイツー丈学を志望していた山田

は矢代に師事し、「芸術への道」を志すことになる 150

1928年には上智大学を中退して波臥し、ミュンへン大学

哲学中|に入学、すぐにベルリン大学に転校して美術史を

学び、 1934年 2 月には同大学官学部美術史学利 IJ，~(士課程

を修了して、 翌年 5月に同.士号を取得した。博士論文は

rOie Chinamode des Sp2itbarock (後期ノすロ ックにおけ

る支那趣味の流行)jで、その内容は「ρノて口ツクおよひび、口
ココfI時|時寺代における I阻出百守νU欧欠美争判付術|ド貯;ザffl作f下:品に卦殊;に装 j飾!泊印1印j ミ茨美是定~{，柿術*布i可iの中に、

しきりに散見する 『支万訓那l日S;魁也l味!床1未刈kは之d を i通邑じて束]班;日但{E( の彩型響響f~ をた
とどJる_/ ものでで、あつたH

山凹がアイルランド人の委liと幼い息息、子を{宇伴f半ドつて 日本

に帰国したのは1934年号ト、矢代幸雄が仁1:1心となって設立
した帝国美術院付属美術{.iJr究所(現・東京文化財研究所)

が始動した4年後のことである。 帰国後まも なく山聞が

同研究所i腕託のj肢を得て、終ii災まで矢代のもとで州究活



Iff)Jに勤 しんだのも、 j度独前からのJiili弟関係を考慮に入れ

るならば、何ら不思議なことでもなし可。 111日1は明j台大正

美術史の編纂作業や『日本美術年鑑jの執筆18、美術研

究所に事務所が置かれた 「東洋美術国際研究会j発行の

英文雑誌 rBulletinof Eastern Artjの執畿や編集業務を

こなしたI!Jo 1東洋美術IJDI療研究会Jとは、，-，止界に於け
る日本及東洋美術の研究を進め、美術jこの国際締結及協

力を図り併せて日本文化の海外宣揚及l罰際親善に貢献J20

するために、文部省と外務省が後援して1940年に設立し

た団体で、会長はキ11I川設立、 理事長は十W6山愛車iIl、常務理

事は児島喜久雄、回伊能、矢代幸t.lt、相IJ宗悦という将々
たる メンノてーによって構)戎された団体だった。 UJ田は当

時まだ30代前半の活さであったが、 1942年から|可会の編

集主任、 1944年から主事とな り、 美術界を牛耳るサーク

ルの I:jJで日本美術の紹介に努めていたのである。

この{也、戦前の山日7の活動として特記しておかねばな

らないのは、 1939年にベルリンで開催された「日本古美

術展覧会J(東亜美術協会主催、 2 月 28 日 ~3 月 31 日)に

際 し、文化使節随員として貴族院議員井上三郎、 東京大

学助教授児島喜久雄とドイツに赴いたことである 210 1938 

:iV-12月3日に神戸を出j巷、 ドイツ訪の堪能なiJJ凹はも っ

ぱら展覧会カタログの制訳に時間を割いていたようだ220

ただし、 UJ旧にベル リン行きの命が下ったのは、単にド

イツ認に秀でているという理由からではなかったであろ

う。彼は1931年に矢代も関わってベルリンで開催された

「現代日本画展j":lを見ていたはずであり(何らかの手伝

いをした可N~tt もある)、また「日本古美術展覧会J 企画

者のベルリン国立博物館群総長オ yトー・キュンメルに

は留学時代、世話になった関係にあった210 いずれの点

から見ても、 U-'旧が「日本古美術展覧会Jの文化使節約
員に選ばれるのはも っともな ことだったのである。

このように111EBは戦前、日独美術交流に携わるととも

に25、『美術年鑑Jの執筆や日本古美術展への関与を過し
て、 日本の古美術から同時代美術までの該博な知識を習

得していたものと思われる。

2. 占領期:アメリカ陸軍教育センヲーとサロ ン ・ド・

フ。ランタン

1945年8月、 アジア太平洋戦争が日本のl1XU犯で、終わる

と、アメリカを中心とする連合国軍が日本の各地を l主領、

首都東京は多 くの進駐軍を受け入れ、 主要施設を接収さ

れることとなった。その翌年、日本文化の海外宣揚を目

的とした国粋的性格の「東洋美術国際州:究会jが解散と

なったため、主事を務めていた山 133~~1三郎は}肢を失った 。

その lカ月後の1946年7月、ほと んど11寺を置かず111旧が

就いた役]肢が、アメリカ太平洋陸軍総司令部によって運

営されていた陸軍教育センター (ArmyEducation Center) 

の「展覧及び講演部長」であるお。東京陸軍教育セ ンタ

ーは、 194.6年3月に三菱仲15号館(丸の内2-12)を接収、

翌月から正式に活動を!?司始、 一方横浜|陸軍教育センター

は、ユニオン ピル(中区山下IllJ75番地)にあった。

では、なぜjJJ133がこの]慨に就くこととなったのか。 一

つの可能性として、 矢代幸雄が占領期 CIEの業務に参画

していたことからへ矢代の推薦が背後にあったとも考

えられよう。 いずれにせよ、山日1は占領の終結によ って

「展覧及び講演部Jが廃止される1952年 9月までの約 6
年間、美術展覧会の企画 -出品交渉 -展示・ 講演と、同

センターの運営に深く関わったo

|陸軍教育セ ンターでLU旧とともに働いた同僚は、サン

フランシス コ出身のウ ィリアム ・ハートネット (William

C. Hartnett)で(図 1)刻、二人は協力しつつ次々と展覧

会の企画を立ち上げていった。同センターで開催された

展覧会については、十:M高1.1駐留軍施設における美術展示
空間一アーニー・ パイル劇場と陸軍教育センター」で一

覧を示 したように29、日本の個人コレクションを基にし

た「近代フランス絵画展」のほか、同時代の油絵を取り

上げた 「現代日本洋画展」、日本の漆器展、水墨田展、陶

器展、版画展など多彩な展覧が行われたことが判明して

いる。もとも と陸軍教育センターの役割は、 日本に滞在

している進駐軍将校の教育に関わるさまざまなサービス

を提供することで、特に重点が置かれたのが日本および

日本人に関する理解を深めることであったから、日本の

同時代の美術のみならず日本の伝統に根ざした美術が採

り上げられたのも当然といえよう。 山田はもと もとドイ

ツ美術を専131Jとする美術史家であったが、美術研究所で

r 13 本美1ij~~q::鑑j の編纂に関わっていたため同H寺代美術の

動向を熟知 していたし、 ドイツ古美術展への関与を通し

て日本の古美術に関する知識も備えていた。すなわち、

彼は陸軍教育センターで展覧会を担当する上で、最適の人

物だったといえるのである。

占領期の山日7の活動としてもう一点注目しておきたい

のは、彼がサロン・ド・ プランタン (Salonde Printemps) 

と称する団体のアドヴァイザーだったこと である。サロ

ン ・ド ・プランタンとは、日本の美術家を育成し外国に

紹介することを目的として、在日外国外交官夫人および

GHQ将校夫人によって結成された婦人団体である D 団
体の1:1コ心となったのは、駐日ベルギー大使ド・ラ・シュ

ヴァルリ夫人だったが、日本側のメンバーとして麻生和

子(吉田茂の娘)や徳川正子(徳川家正の妻)も参加し

ていた。同会は「若い作家から作品を公募して年に一回

展覧会を開き、優秀作品に貨を与えると同時に、その作

品が外人に買ってもらえるような機会を作ろうとしたyo
のだが、美術の専門家が組織内にいなかったため、山田

に相談役を依頼したのである。

年一回の公募展は194-9年から始まり、第 l回展では版

画家斎藤清の〈ミルク〉が受賞、これを契機に斎藤は欧

占領期の美術と冷戦一日本、 ドイツ、アメリヵ 27 



米人の開で注目を集めることとなった110 また1950年の

第2[[1展では大橋泰が受賞(図 2) 32、大橋はのちにアメ

リカに渡り、作家として活躍した。このように在日欧米

婦人たちが展覧会を企画し、日本人作家に賞を出したの

は、終戦後、物質的にも精神的にも不自由な生活に悩ん

でいた日本の若い作家を助けるためだったという。実際

に外国留学を来たした作家は、アメリカに二人、ベルギ

ーに二人とわずかであったが3:1 生活さえままならない

時代に海外留学の可能性があるというそれだけで、若い

作家たちの創作意欲は高まったにi主いない。

この他、伺会の活動として記録に残っているのは、

1949年11月に陸軍教育センターと協同で、戦前から日本

で制作していたスコットランド人版画家エリザベス・キ

ース展を企画したこと 34、1950年12月に有島生馬、小山

出rli奇康助らの油絵小品展のスポンサーとなったこ

とであるお。いずれも会場は陸軍教育センターで、エリ

ザベス・キース展のオープニングの日にはサロン・ド-

プランタンのメンバーと山田智三郎が案内役を務めたと

いうからへ陸軍教育七ンターとサロン・ド-プランタ

ンの両方に関与していた山田が両団体を繋ぐキーパーソ

ンであったことは間いなし」そして、こうした在日巨大

米人のネットワークを繋ぐ役割を果たした山田が、占領

解除後の日本の美術界を意引していく人物の一人となる

のである。

3.占領解除と渡米

1951年9月8目、サンフランシスコ平和条約が調印さ

れ、日本は主権を回復した。占領が解除された後、 LLiEEI 

が最初に行った仕事は、 1952年5月にサンフランシスコ

のレジョン・オブ・オナ一美術館で行われた rContemω

porary }apanese Painting (現代日本絵画展)Jのアドヴ
ァイザーと展覧会カタログ序文の執筆であった。問展は

1951年9月、サンフランシスコ講和会議に合わせてデ・

ヤング美術館で、行われた「日本古美術展J37が大きな成果

を生んだため、レジョン・オブ・オナー美術館に依頼さ

れてサロン・ド・プランタンが斡綻したものであるヘカ

タログの表紙は、サロン・ド・プランタン第 1個展で受

賞した版画家斎藤清によるデザインで(図 3)、出品作は

日本画38点、 ~ÜI絵 2 点、版画 18点の合計58点で、ある。ヰl

心となったのは伊東深水や小野竹喬、菊池桂月、堂本印

象、前回青iHjなど50代から60代の日本画家だったが、小

倉遊亀や秋野不妊(、朝倉摂、堀文子、桂ゆきなど女性画

家にも自配りされている点がサロン・ド・プランタンな

らではの企画といえようか。いずれにせよ、アメリカ人

の好みもト分に理解した山田智l三郎が、アドヴァイザー

として作品の選択に関与したものと思われる。カタログ

掲載のは!田による英文の序文は 5頁にもわたっており、

約80年前の開国から現代までの日本美術の流れを、日本

28 占領期の美術と冷戦一日泳、 ドイツ、アメリカ

の伝統文化と西洋文明、日本国と洋町という視点から叙

Jiliしたものであった190

この展覧会は油絵の出品作が桂ゆきと児島善三郎のわ

ずか2点で、全体的にバランスの取れた展覧会と

カfたいものの、サンフランシスコを)支ー切りにシアトル、

口サンゼルス、セントルイス、サンタバーパラを巡回し、

日本の現代美術を一椴のアメリカ人に紹介する、戦後最

も早い時期jに開かれた展覧会だったと位置づけられる。

1952年4月28EIにサンフランシスコ講和条約が発効さ

れて占領が解除されると、当然のことながら GHQの各

組織は縮小または解体されていく。山田が勤めた東京陸

軍教育センターでも展覧会・講演部が廃 Ll'.され、部長で

あった山田は1952年9月に日本文化及び語学教育担当顧

問へと仕事の内容が変わったヘ ー方、在日外国外交官

夫人および GHQ将校夫人をメンバーとしたサロン・

ド・プランタンも、サンフランシスコでの「現代日本絵

画展」企画を最後に目立ったj舌動はなく、 1953年10月頃

には有名無実の団体となっていたようだ110

このような状況下で、日本の美術界でもii没後の新たな

動きが始まっていた。それは日本で最初の公立近代美術

館である神奈川県立近代美術館が1951if:.11月に開館し、

それに続いて1952年12月に最初jの国立近代美術館(現・

東京国立近代美術館)が開館したことであった。阿結の

設立は山田の活動にも劇的変化を粛した。なぜなら、彼

は1952，年から神奈川県立近代美術館運営委員および目立

近代美術館運営委員を委嘱され、阿美術館の企画・

に関わることとなったからである。 戦前は美術研究所で

1日本美術年鑑jの刊行に携わり、占領期はアメリカ陸軍
教育センターで数々の展覧会を企画、幅広い知識と人脈

を持っている山田は、新たに立ち上がった二つの近代美-

術館にとって、運営方法や企画に関する助言を求める上

な人材だったといえるだろう。

相次ぐ近代美術館の誕生により活躍の場が広がる一方

で、 LLiEEIの身辺には美術研究者としての進路を決定づけ

る大きな転機が訪れたo 1953年、共立女子大学教授の定

i践を得た山田に、アメリカ国務省の人事交流計制により

約一年間渡米するチャンスが巡ってきたのである 420 な

ぜ彼がアメリカに派遣される人物として選ばれたのか、

その理由は明雄ではないが、占領期jに陸軍教育センタ

で「展覧及び講演部長Jとして 6年間働いた経歴が考慮
されたであろうことは想像に難くなし iO

1954年9月から翌年8月までの渡米中の生活について

は、日記や書簡等の資料がほとんど残されていないため、

詳細は不明である。ただ、彼が f東京新聞jに連載した
「ニューヨーク使りJ、『みつ>'2，Jに掲載した「アメリカの
現代美術についてJなどの記事からは、ニューヨークの

画廊巡りを精力的に行いつつ、メトロポリタン美術館や

ニューヨーク近代美術館等で研究調査を積んでいる山田



の姿が浮かぶヘそして、アメリカで見聞した展覧会や

作家の中から重要と思われるトピックをi:jIIU:¥し、その情

報を日本に伝えるのが彼の役目だった。

たとえば、 5回にわたる連載「ニューヨーク便りJ(途
中からタイトルを「ニューヨーク美術便りJと変更)で

は、「多彩な米国岡j萱」や「日系作家の動きJ、「線の強い
書院作りJというサブ ・タイトルのもと、米国における
美術館や画廊の情報、ニューヨークで活躍している日本

人作家である岡田謙三の動向へ MoMAに設置された吉

村)11員三設計の松風荘の紹介45などが行われている。 1950

年代後半になると、猪熊弦一郎や川端実、篠田桃紅、草

間弥生などニューヨーク在住の画家が急増するが、山田

が渡米した当時は、藤田嗣治はすでにアメリカからフラ

ンスへと拠点を移していたし、|詔古康雄は1953if.に逝去

していたから、ニューヨークで注目されていた日本人画

家と言えば岡田謙三ぐらいであった。。

岡田は1950年に「移住1iJI究者、作家、芸術家のための
米国協会Jから資金援助を受けて渡米 16、新しい|止界で
4n[，から再出発し、 苦 I~jì の3年以上を過ごしたが、ちょう ど

山田がシカゴに来た1954年10月に「第61回アメリカの絵

画と彫刻展J(シカゴ美術館)で2等にあたるカンパナ記

念賞を受賞、翌年 3月にはベテイ・パーソンズ画廊で 2

回目の個展開催と、アメリカの画壇で活躍する日系作家

となっていた。実は、 UJ田と岡田の二人は渡米前からの

知り合いで、陸軍教育センターで岡田の展覧会を企画し

たのが山田で、 UJ回は岡田が渡米する際にも手助けをし

た関係にあった470 UJ 133が特別に同日1を取り上げて「ニ

ューヨーク使り」 で紹介に努めたのも、 占領期時代から

交流のあった岡田に対して「アメリカへ行ったらこちら

が少し宣伝してあげなければjというように、特別な心

情を抱いていたからであるヘ山mのニューヨーク滞在
中に料の深まった二人の親交は、これ以後生涯にわたっ

て続き(図4)、戦後の岡田評{nliにも少なからぬ影響を及

ぼしたものと忠われる九

一方、アメリカ滞在中に山田は、日本在住の美術家の

情報や作品をアメリカ恨IJに渡す役割も果たしていた。た

とえば、 1954年12月、ニューヨークから斎藤清に宛てた

葉書には、11桂jという作品を MoMAに寄贈、版画部

長リーパマンに渡した。ロックフエラー 31仕夫人が喜ん

だ。」と記されておりへ UJ133が斎藤清の版画作品〈桂〉

を本人に代わって MoMAに寄贈したことが分かる。ま

た、 i没後CIEの一員として来EI、帰米後はジャパン・ ソ

サエティ会長からコロンピア大学教授となったハロル

ド・ヘンダーソン (HaroldG. Henderson) とニューヨ

ークで会し円、サンフランシスコでは|陸軍教育センター

の元同僚で共に展覧会企画に携わったウィリアム・ハー

トネットにも会っているから52、彼らに占領j梓除後の日

本美術界の状況を伝えたに追いない。

わずか 1年間の渡米ではあったものの、この間に山田

は占領下の日本で知遇を得ていたアメリカ人に再会して

旧交を泊めるとともに、 MoMAやロックフエラー3世夫

妻との強固な関係を築きつつ、アメリカの現代美術や美

術館運営の方法を学んでいたものと推測される。

4.帰国後:Iヨ米美術交流の立役者として

1955年に帰国して1968年に国立西洋美術館館長に就任

するまでの約13年間の山田の活動は、途中ハイファ日本

美術館館長としてイスラエルに赴任 していた約 2年間

(l958~60) を除いてへ 一貫 して日米美術交流の仕事に

関わるものであった。たとえば、 1950年代後半の山田の

執筆活動に焦点を当ててみると、「美術国アメリカの実体

一現代美術を とおしてJ(r芸術新潟U1956年7月)、「ア
メリカの美術館J(r神奈川県立近代美術館年報j 1号
1957年)、 120世紀のデザイン展:ヨーロッパとアメリカJ
(f現代のIl1U27号 1957年2月)、「アメリカ現代美術の
特別陳列に関してJ(r現代の限j30号 1957年5月)、「ド
イツ・アメリカの見た20世紀美術J(r芸術新潮j8巻6
号 1957年6月)、「岡田謙三をめ ぐる日本とアメリカの

評価J(r護術新潮J1958年3月)と 、アメリカの現代美
術を紹介した論稿が続く。

日米美術交流プロジェクトとしては、アメリカの現代

美術および美術館を日本に紹介することから始まり、シ

ェル美術賞の斡旋、日本の現代美術展をアメリカに送り

込むことなど、多岐にわたっていた。

この中でもとりわけ重要なのが1957年に国立近代美術

館で行われた 120世紀のデザイン展J(国5)である。同
展は、 1954年末にニューヨーク近代美術館で行われたグ

ァド・デザイン 5)司年展を山田が見たことが発端となり

実現したものである。jJJ回によると、「かねて、日本でグ

ッド ・デザイン運動を起す必要を痛感 していた私は、こ

のグフド・デザイン展のモデルのような記念展を日本に

持って行こうと考えて、館長のダルノンクール氏に私の

希望を話したJ54という。館長は直ちに賛成したが、最終

的に l万ドルの費用が必要と分かった時点で、日本側の

予算では賄えないと踏んだ山田は、ニューヨ ーク近代美

術館の後援者であるロックフエラー 3世夫妻に相談を持

ちかけた。その結果、「同夫妻(ロックブエラ ー夫妻)

は、経Il主人の方が会長をしているニューヨークのジャパ

ン・ソサイアティの常務理事オーパートン氏と相談され

て、|司会から(中略)一万ドルが寄付され戸、実現が可

能となったのである。この一例に端的に表れているよう

に、iJJ凹は渡米中にロックフエラー3世夫妻との関係を涼

め56、強固な関係を築いたニューヨーク近代美術館、ジ

ャパン・ソサエティと連携を取りつつ、帰国後の活動を

行っていたのである。

一方、シェル美術賞の斡旋やアメリカでの日本現代美

占領期の美術と冷戦一日本、 ドイツ、アメリカ 29 



術展の開催協力は、山田が占領期!に構築した在日欧米人

とのネットワークの上に成立していたものと批測される。

たとえば、 1956!rr.に創設され現在まで続くシェ
は、時代を担う若手作家発掘を目的とした完全公募!ti!Jの

賞であるが5i、当時の新聞記事によると山田5留三郎がシ

ェル石油ネ朱式会:社をスポンサーにして「シェル賞Jを斡
旋したと記されているヘ審査は1954年に結成された美

術評論家連盟が行い、審査会場ーも展示場も神奈川県立近

代美術館だった(図 6)ヘこれ以前に山EEIとシェル石油

との関係として思し 1起こされるのは、横浜のシェル石油

マネージャーであったスコットランド人ドナルド・モリ

ソン (DonaldMorrisoれ)の展覧会が東京陸軍教育セン

ターで1949年11月と1951年6月の 2回も行われていたこ

とでへシェル石?ftlと山田とのJ安点カfこのf時できた可能

性も考えられよう。

また、 1960年代に入ると山田は、クリーブランド美術

館で開催された li僚方志功展J(1960年)の作品選定へ
の協力やニューヨーク55番街の OsgoodGalleryで問か

れた!JapaneseArtistsJ (1962年) (図 7)図録の序文執

ども手がけたヘ前者は CIE美術記念物課のメンバ

ーとして1946年から48年まで日本に住み、帰国後シアト

ル美術館副館長、クリーブランド美術館館長を歴任した

シャーマン・リーの企画であり、後者は IES(情報教育

部)の一員として在日米軍向け広報物の作成を行うとと

もにア一二一・パイル劇場広幸Rも務めたブランク・シャ
ーマンと日本橋画廊による共同企画である。

すなわち、 LLiEEIが米国で開催される日本美術展に協力

を要請されたのは、|陸軍教育センタ一時代に培った経験

と在日欧米人との間に構築したネットワーク(図 8)62が、

占領解除後から1960年代の EI/に美術交流に活かされた結

果だとも見なされるのであるヘ

5. 山田智三郎が戦後日本の版画界に果たした役割

戦後、 LLi田智三郎がとりわけ情熱を注いで海外へ紹介

したのが日本の現代版図だった。これは彼がアメリカI陸些
Z昂軍巨巨:教育七ン夕一で 「h3一1品桁!品月
直画iを行つていたi時l時寺カか、らの{傾車頃i向である O たとえば、 {表 1] 

は、 1946年から1952ir:::までの聞に同センターで開催され

た日本の版画展の一覧であるが、この表からも分かるよ

うに、同センターではフランス人版町家ポール・ジャク

レーや吉田障など新版画系の作家の他、 Ei、地ギ:四郎、棟
方志功、平塚運一¥斎藤清など創作版画系の作家

的に取り上げ、ている。

ヰiでも山田が最も注目したのが棟方志功だった。たと

えば、 1970年に棟方が文化勲章を受章した際、 LLiEEIは占

領期時代のことを田想して、自分は「棟方の作品をまと

めて外人に紹介した最初の人Jだと公言する。

30 占領期の美術と冷絞-8本、 ドイツ、アメリカ

「彼の芸術の国際性を早くから信じた私は、椋方の作

品をまとめて外人に紹介した最初の人ではないかと

思う。当時丸ノ内にあった進駐軍の教育センターで、

進駐軍人および進駐機関関係の外人に日本文化と

術を紹介、教育する仕事債をしていた私は、日本美術

の展覧会をしばしば開催したが、昭和24年のはじめ

であったと思う。当時まだ富山県に疎開していた棟

方に手紙を出して個展開催の交渉をした。J
(1文化勲章を受章した棟方志功Jr謀術新潮j252号
1970年12月)

、1949年 1月に河井寛次郎、棟方志功、渡辺偵Ji.lt
の作Jillを集めた民謀反が東京陸軍教育センターで開催さ

れているのでG.j、山EEIがし 3う「個展jとはこの展覧会を

指しているのだろう。山旧が「個展jと思しづるんでいた

のは、棟方の作品の強烈!な印象が20年後まで残っていた

で、前述のクリーブランド美fl¥j館で、行われた棟方志功

展への協力も、こうした山田の陸軍教育センターでの業

績が根底にあったからに速いない。

そして、陸草教育センタ一時代に数多くの日本の!医師

展を手がけた経験をもっ山田は、 1957年に東京国際版画

ピ、エンナーレが語Ijfj立されて国内で版画熱が増すと、版図

展開係の審査員やおj談、院Lilli記事の執筆などを:1記して、

日本の現代版画を国内外に紹介する役割を担っていっ

以下は山田が占領解除後に行った版画関係の活動を年代

!II~( に列記したものである。

版画関係展覧会への関与

. 1952il:'. 5月「現代日本絵回展J(レジョン・オフ・オ
ナ一美術館)アドヴァイザー&カタログ序文、版部i18

白出日ll

1953年ロックフエラー3世夫人のコレクションを基に

企回された「現代日本グラブイツク・アート展J
(MoMA)の作品選定

. 1957年 東京国際版図ピ、エンナーレ第 l

. 1960年 棟方志功展の作品選定(シャーマン・リー企

画、クリーブランド美術館)

. 1叩96“4年 束東;京匡回I1際経版函函iビエンナ一レ第4巨図|審査員

. 1966年 CWA]版菌問i展のt推{佐五!薦草誌:委員 .序文執2筆官在'.ii

. 1968年 CWA] I版医匝回i展の選考考-委員.

. 1972年 ブイラデルブイアでの CWA]版画展の開催に

労を取る。 推薦委員

版画関連文章の執筆および対談

. 1東京国際版画ピ、エンナーレJ(座談会:U-， EEI9e'i1三郎、
オリヴァー・スタ y トラ一、久保貞次郎、司会:話回

『霊新制Jj1957年8月

. 1斎藤j青の芸術Jr斎藤清版画集j講談社 1957年10月



. I戦後世代の活躍 第41司東京国際版回ピ‘エンナーレJ
f毎日新|羽j19641'r:.12月5日
. I文化勲章を受章した棟方志功Jr謹術新 i~iJU 1970年12
月

. I平塚さ んのこと Jr平塚速一版関作品集J瓦乱洞
1974ii三

. Iすぐれた技術わきでる詩情JrIVl]Ml}準一郎新作オ リジ
ナル風景画 4点シリ ーズ 日本の1m季j学習1iJf9l:社
1975i:j::: 

とりわけ注目したいのは、親密な関係にあった|河田謙

三以外、個人作家の展評や推薦文の執筆をほと んど引き

受けなかった山田が、版画家斎藤清、 棟方志功、平塚道

一、|羽野準一郎の紹介文を雑誌やイ1]ミIR1集に寄せている点

である。彼らはし寸ぶれも |陸軍教育七ンター|時代に個展を

開催 した作家で、 UJ回が終戦直後から日本の創作版画を

高く評価していたことと関連しているだろう 。

では、iJ_Jmは彼らの版画を当H寺どのように見ていたの
だろうか。 UJ日1が19595:1三に執筆した『美術における東西

の出会いj(日本文化研究3 潮社) と起する小l!ll子に

は日本の版画作家に関する、非常に興味涼い分析があるD

山日1は、 3)1代 日本の木版画が世界の注目を集めている

こと、棟方志功と斎藤清の二人の木版画家が外国で、最も

名の通っている#i代作家であることを指摘した上で、そ
れには充分理由があるのだと論じる。そのJA]羽とは、板

iヨ木版による表現が日本人のものの見方に過しているか

らであり、このメデイウム によって表現しようとすると

欧米作家の模倣に陥る危険が少なくなるからだという。

さらに次のように続ける。

「木版(板目木版)による表現は、相当程度の様式化

が必要であるo (111告)単純な耐と帝京による表現が一番

適している。日本の木版画はそ ういう表現法一それ

は日本人の“見ること"の方式に基づく表現法であ

るーに沿って生まれた技術であり、またそうした様

式化によって特徴を発揮するメディアムである。JGG

これはあくまでiJJ日3の個人的な論で、日本のJJi_代木版

画が世界の注目を浴びた]盟|却は他にも考えうる。たとえ

ば、浮i断念の伝統に繋がる「版画の回」としての見方、

伝統と モダニズムが混請している点、{也の美術!日よ り値

段が安いこと等である。 しか いJJ日1のJW.ti命は、なぜ日本

の現代版画が海外において高く許1111iされるのかという理

由を、木版画の造形的1!11J面、日本人|司有のものの見方と

いう視点から説明したものとして説得力をもった。

たとえば、河北倫明が1960年に 『現代版画IIj (日本

版画美術全集8巻 講談社)liIのために執筆した一文「現

代日本の版画」でJ二記の山日3理論をG1)刊したのも、その

~iEである。 河北は同警の中で、「日本版画の世界性」につ

いて詑った山日3の講演(文章)を問題の的を射た卓見だ

と評するヘ一方、今泉篤男もまた山田の理論に賛同し

たのであろう、 UJ日3の説を端的にまとめて「現代版画I1j

の書評で以下のように紹介した。

「著者「河北倫明jは、戦後、日本の現代)版坂函がいちは

やく淘

について、 日本の美術家の目が平面的にものを見る

ことにすぐれた特徴をもっており 、それが日本の現

代版聞を外国版画の様式模倣におちいらせず、また

日本の古い芸術伝統の中にいたずらに沈面するとい

ったと ころもなく、 新しい日でものを表現する態度

を与えたのだとい う山田智三郎氏の所説に賛成して

いるJ(下線は引用者)

(今泉篤男「河北倫明若『現代版画llj日本版画美術

全集 すぐれた木版効果 妥当な顔ぶれと作品の選

択Jr読売新聞j1961年2月16日夕刊)

『現代版画JJjは1950年代後半から1960年にかけての

作品を中心に収録している。終戦から1960年までに山田

が行った版画関係の仕事を振り返るなら、間違いなく 山

田智三郎が『現代版画IIjの院修執筆に最適な人材ーだっ

たはずである。しかし、 1958年12月から1960年11月まで

イスラエルのハイフ ァ日本美術館開館準備のため日本を

不在にしたためであろうか、その役を果たしたのは山田

智三郎ではなく河北倫明であった。 結果的に、iJJ回はH長

田の専門家として全面的に表輝台に出るこ とはなかった

ものの、彼の 日本の木版画に対する分析は、 1967年に出

版されたMichiakiKawakita， Contelゆora1'y]a仰nesePrints， 

Kodansba Internatiol1al ~こまで引用 ・翻訳さ~1.69、海外に

まで知られることと なったのである。

おわりに

以上考察したように、山田智三郎は、戦前はドイツに

留学した経験をもとに日独美術交流に貢献したが、終戦

後はアメリカへと方向を転換、日米文化交流に尽力した。

占領下の約 6 年間陸軍教育センターで働いた経験が、 I~

らずもその後の美術史家としての方向を決定づけること

になったと いえよう口彼の陸軍教育センターでの経験と

人脈(在日欧米人とのネ yトワーク)が、占領解除後の

日米美術交流に活かされたのは、本稿で論じたとおりで

ある。

むろん、こう した山日3の活動は、紛れもなくサンフラ

ンシスコ訪;和条約締結後に行われた米国の対日文化政策

と密接に絡むものである。1951年 1月、「講和使節|宣Uの
文化顧問と してロック フエラー 3世が来日、 その背景に

冷戦構造下で日本の共産化を防ぎ、 親米化を図るという
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アメリカ1H1Jの意図があったことはすでに知られている。
彼の任務は対日講和条約締結後の日米二国間の文化交流

を制度化するための基礎作りにあり、そのプログラムの

中に美術関係者のアメリカ招特も含まれていた。すなわ

ち、山田の渡米とその後の活動は占領解除後のアメリカ

の文化政策に車結するものでもあった。それゆえ日

内には、山田に対ーする ~1t=1'1ト一一アメリカの「権威におも

ねる日和見主義者JOという見方もあったようだ。
しかし、アメリカ国務省の支援による 1年間の滞米後、

山田がアメリカ現代美術の日本への紹介者として、また

日本美術の海外紹介者として活動したこと、

術館とニューヨーク近代美術館との連携を図るなど、戦

後日米美術交流の立役者として果たした役割は大きい。

山田の“外交的手腕"ilが、 1950年代から60年代にかけて

の戦後日本美術の発展に一役員ったことは間違いのない

事実である。とりわけ、日本の版画界に与えた影響は大

きく、 1950年代後半、 LLi回に続いて斎藤清、関野準一郎、

棟方法;功が国務省やロックフエラー財団の資金によって

渡米し72、現代版画が海外で高い評価を獲得していった

に、山田の日本の現代版画に対する評価、言説、欧

米人とのネットワークが存在していたことは明らかとい

えよう。

山回答l三郎に関しては現在、日 など自主査資本i
がほとんど見つかっていないため、いまだ不明な部分が

多い。今後さらなる調査を続け、彼がii没後日本の美術界

に果たした役割をより明確にするのがこれからの課題で

ある。

協同手] 本稿執筆に際して、以下の方々と機関にご教示

とご協力を]頁きました。記してお札申し上げます。 r床間

千511氏、荒木康子氏、エレン・コナント氏、河村泳静氏、

四津H青美氏、檎秀文氏、丸山輝氏、矢代若葉氏、安松み

ゆき氏、吉村有子氏、神奈川県立近代美術館、国際交流

ンタ一、国立国会図書館憲政資科室、東京国

立近代美術館図書室、福島県立美術館、レジョン・オ

ブ・オナ一美術館 (Legionof Honor， Fine Arts Museums 

of San Francisco)、CollegeWomen's Association of 

Japan 

自王

l こうした展覧会に先駆けて、 2013年には神奈川

近代美術館業LLiで「戦争/美術1940-1950モダニズム

の連鎖と変容j展が、続く2016年には兵庫県-立美術館

で i1945年土 5年J展が行われている。
2 毛利伊知郎 i1940年代日本美術についての一視点J

i20世紀日本美術再見 1940年代j展(三重県立美術

2015年7月) 8頁。

32 占領期の美術と冷戦一日本、 ドイツ、アメリカ

3 小沢節子 irもうひとつの歴史jへの問し寸、け一 iji[J

と「解放JのはざまでJiiftt後70年:もうひとつ
の1940年代美術J展開連企画シンポジウム「戦争と表
現一文学、美術、没国iの交差:J報告書十1940if.代美術

に関する論文集 2016年3月12頁。

4 この2E白期jを論じた先駆的若作として、瀬木慎一

ni没後空白期の美術j(思潮社 1996年)と f日本の前
衛1945-1999j(生活の友社 2000年)がある。

5 佐藤香里 iGHQ/SCAPの文化政策と美ーや

術記念物課の人事と文化財保護JnntelligenceJ 12号

2013年3月、五十般利治 iCIE図書館と占領 Fの美術

界Jr塾叢J29号 2015年3月、佐藤直子 iGHQ/SCAP
と工芸技術一〈無形文化財〉とし寸概念の誕生をめぐる

考祭Jr京都国立近代美術館研究論集J6号 2014年3
月。

6 志郎匠子「シャーマン・リーと日本美術一日本とシ

アトル美術館における活動からJri秋田公立美術大学研
究紀要J1号 2014年3月。
7 五十殿利治「特集解題『占領期の美術展と展示空間J
についてよ拙稿「駐留軍施設における美術展示空間

ア一二一・パイル劇場と陸軍教育センター」、大谷省吾

「北荘画廊をめぐって一戦前と戦後をむすぶ場所J、

相匠子 i1949年の雪舟展計画J、弘中智子「末松正樹
と占領下のフランス、そして日本Jr近代図説J23号
2014年12月。

8 t[U稿「戦後の在日欧米人ネットワークーエリーゼ・

グリリを中心にJr美術運動史研究会ニュースJ142号
2014年4月、同 i[研究ノート]戦後の在日欧米人

術関係者) ー覧Jr聖徳大学言詩文化研究所論叢J22 
2015年3月。

9 r日本美術年鑑jr昭和60年版(東京文化財研究所、
19874') 246-247頁。

10 前掲fIJ7、t[ll稿「駐留軍施設における美術展示空間

一アーニー・ノTイル劇場と陸軍教育センターj。

11 山回答l三郎は自身のことを「批評家ではなくて歴史

家であるJと認識していた。 (r美術における東西の出
会いJ日本文化研究3新ii副社 1959年3月 6頁)
12 山田智三郊の経歴については基本的に、山田哲l三郎

先生記念会編『山田哲l三郎先生著作自(1979年 5

月24日発行)の iLU出智三郎年諸Jを参照した。
13 山田5留三郎「矢代幸雄先生を憶うJr学燈J72巻10
ー号 1975主ド10月 40-41頁。

14 矢代幸雄の年諸については、『矢代幸雄資料展j図録

(神奈川県立近代美術館 2005年)20-21頁を参;129

15 山田によると矢代幸雄は、「常に大なる理解と友訟を

以て『芸術への道jへと導かれし日本の恩師Jだとい
う。(山田哲J::=-E!日著 r+七・八世紀に於ける欧出|美術と
東JiEの影響~J 藤谷瑞佐々 訳 アト 1)ヱ社 1942年 p.VlIl) 



16 富永惣一「書評 山田智三郎著 f十七、八世紀にお
ける|玖洲美術と東亜の影響jJWl初日新聞.]1942年 7月

21日朝干1J4面白博士論文は、 1942年に『十七・八世紀

に於ける|孜洲美術と東亜の影響J(蕊谷瑞世訳 アトリ
ヱ社)と題して出版された。

17 rときの入 国立西洋美術館長になった山日3智三郎」
f毎日新聞.] 1968i~三 4 月 8 日朝日:Ij 2面。 ドイツ人という

説もある。

18 r日本美術年鑑jでiJJ133が執筆を担当したのは、昭和
11年度版から昭和18年度版までで、その中心は「建築J
分野だった(前掲 rUJ 133 q~]三郎先生著作目録j 参照)。

jJJ田はドイツ留学中、 EEんに新興建築研究を行っ てい

たという(LLJ口蚊象「北鎌倉の現場が了ったJr国際建
築j12巻 3号 1936年 3月 89頁)。帰国後、最初に

発表した論稿も「新しき目標へ 山口氏の日本歯科医

専の新病院に就てJ(r新建築j10巻 6号 1934年6月)
で、建築関係だった。なお、 1936年に完成した北鎌倉

の山日1の自宅は、ベルリン時代から交流のあった建築

家山口蚊象による設計である (1ベランダ十景③陸屋根

の有難さよ 自然満喫のiJJ日3イ1)ーさんJr東京朝日新
聞j1936:9三 8月19日朝日:1]6而)。

19 現在までに{確認できた山田の文章は以下の 2篇。

“Art in Kamakura"， BulLetin 0/ Eastern Art， No.9， 1940， 

“Merit of ]apanese Folk-Art"， 13ulLetln 0/ Eastenz Aげy

No.12， 1940. 

20 東京文化財研究所「美術界年史(会報)東洋美術国

際研究会の設立J(記事番号00570)
http:/八九rww.tobunken.go.jpl materialsl nensh i /5192.htmJ 

The Society of Friends of Eastern Art，βullelin 0/ 

Eastern Art， No.9， September 1940， p2. 

21 1古美術使節近く出発Jr東京朝日新l~lJJ 1938年12月

19日朝刊J11百五、「“国賓待遇の感激円日本古美術展総裁

の井上侯ら鎌倉丸肢かに入港Jr東京朝日新聞J1939 
年 5月13日夕刊 2間。「伯林日本古美術展」の詳細に

ついては、安松みゆき氏の研究、おもに『ナチス・ド

イツとく帝国〉日本美術 歴史から消された展覧会j

(2016年 古川弘文館)を参照した。

22 UJ田智三郎「伯林日本古美術展雑記JrアトリヱJ16 
巻 8号 1939年8月 41-45頁。

23 同展の詳細については、江口みなみ「淘:外日本画展

における展示戦略の交錯:1931年開催日I~林日本画展
覧会Jを中心にJ(W美術史J179号 2015年10月)を
参l招

24 前掲註15、『十七・八|世紀に於ける巨大洲美術と東111

の影響Jp.vlll 
25 r伯林日本古美術展J~j、外にも、JlJ 日3 は 1937年 5 月

に開催された「独逸国賓名作素描展J(東京朝日新聞
社・日独文化協会主催 上野美術館)にも関わった。

(1独逸l君賓名作素描展 講演と会場解説Jr東京朝日新
聞j1937ii三5月4日朝日:1]12面)

26 前掲註12、rUJ田智三郎先生著作目録J35頁。
27 佐藤香里 ICHQの美術行政一CIE美術記念物諜に
よる「美術の民主化Jと矢代幸雄Jr近代画説J12号、
2003年12月、 80-95頁。

28 William C. Hartnettについては経歴不詳。 194.6年か

ら1949年まで日本に滞在、アメリカに帰国後はアー

ト・ディーラーとなった。

29 前掲註7、「駐留軍施設における美術展示空間一アー

ニー・パイル劇場と陸軍教育センタ ーJ29-30頁。

30 山田智三郎「茶の間 l晩学Jr毎日新聞j1970年 4
月13日夕刊 2面。

31 第 l回展は、目白駅近くの徳川邸がベルギ一大使シ

ユヴァルリ邸となっていたため、その庭で野外展とし

て行われた。邸内には模擬!苫まで出ており、多くの在

日欧米人が集まったという。斎藤清「私の半生21

「プランタン展Jで栄冠Ja福高民友j1987年 8月25
日)参照。

32 Esther Crane，“Arts and Crafts，" Pac1ヌcStars and 
Strites， Apr. 29， 1950， p.5.なお、サロン・ド・プラン

タン展は1952年の第4回展まで開催されたことが{i在認

できる O “]oys Will Sponsor 4ih Ary Exhibition，" Pacific 

Stm〆'sand St;ψes， May 21， 1952， p.7. 

33 前掲註30 UJ 133智三郎「茶の間 晩学J、Esther
Crane， "Arts and Crafts，" Pacifir; Stars and StrzjJes， Apr. 

29， 1950， p.5，“Scholorships Awarded，" Pacific Stars and 

Strites， Feb. 5， 1952， p.6. 

34 Esther Crane，“Wood-block Prints Part Of Keith Art 

Exhibition，" Pacz{i.c Stars and Sf1ψes， Dec.1， 1949， p.2. 

35 "Art Exhibit Reduces Prices 011 Small Oils，" Pacitic 

Stars and Strzjうes，Dec. 7， 1950， p.2. 

36 

Pac切'ac加Cαi)併依)ヌ戸uS仇t臼Gα:1内3α仰ndS品bψG何s，Nov. 23， 1949， p.2. 
37 同展については、志郎!亙子「サンフラン シスコ日本

古美術展覧会 (1951年)と冷戦下の日米文化外交Jr多
摩美術大学研究紀要j27号 2012年に詳しい。

38 r全米を歩く日本の芸術Jr東京新聞j1952年 3月28
日朝刊 7面、“]apanArt Slated For U.S. Shows，" Pacifir; 

Stars and St1ψes， Apr. 7， 1952， p.6，“COl1temporary 

]apanese Works Slated For US Exhibition From }une 
1，" The Mai71ichi， Apr. 1， 1952. I可展は 4月 5日、 7日、

8日、 9日の 4日間 リー ダーズ・ダイジェスト社で展

覧披露された後、サンフランシスコへ送られた。

39 Chisaburoh F. Yamada，“Iηtroductiol1，" ConJemt01匂ry

Japanese Painting， California Palace of the Legiol1 of 

HOl1or， 1952， pp.1-5. 

40 前掲註12、¥UJ田智三郎年諮JrUJ田智三郎先生著作
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目録j35頁。

41 山本正三 「クリスマス ・セー)[/J r月刊たくみj10 
号 1953年10月 2貰。なお、サロン・ド・プランタ

ンは、中心メンバーのシュヴァルリ夫人の帰国を機に

解散、残金財産60万円を東京季五術大学に笥:付し、美術

にサロ ン ・ド・プランタン賞を授与すること

となった。

42 i山田智三郎年諸JaLLJEB智三郎先生著作目録j35 
頁)には、 1954年9月 「フルブライト及びスミス・マ

ント研究教授として渡米jとあるが、実際には 「アメ

リカ国務省の人事交流計画によりス ミス ・マント研究

員として」 渡米した。山田智三郎「ニューヨークイ吏り

多彩な米国国j壇J(r東京新聞j1955年2月18日朝刊 8
面)参照。

43 滞米中に山田が執筆した記事は以下の通り。「ニュー

ヨーク便りJr東京新聞j1955年2月16日、 2月17日、
「ニューヨーク美術便りJr東京新聞j1955年3月30日、
3月31日、 4月1日、「アメリカの現代美術についてJ
『みづゑJ600号 1955年7月。

44 山田智三郎「ニューヨーク美術使り②日系作家の動

きJr東京新聞j1955年3月30日朝刊 8面。
45 山回答l三郎 「ニューヨーク美術便り③紙の強い書院

造りJr東京新聞J1955年4月1日朝刊 8面。
46 Esther Crane，“Committee Sponsors Trip To Blend 

US-]apan Art，" Pacific Stars and Strites， Augム1950，p.2. 
47 1949年には岡田謙三の個展が2回、 陸軍教育セ ンタ

ーで行われている。また、山田は 「在、は同氏iWiJEEIJの
渡米についてちょっとした関係もあり、こちらでどん

な評判かと心配していたのです。jと述べている(前掲

註42、「ニューヨーク美術使り⑤日系作家の動きJ)
48 前掲註44、「ニューヨーク美術使り⑤日系作家の動

きい
49 LL! EEIは個人作家に関する文章をほとんど書いていな

いが、岡田謙三だけは日Ij格である。以下は山田が執

筆 -対談した岡田関連の記事である。 「岡田鎌三をめぐ

る日本とアメリカの評価Jr禁術新潮J9巻3号 1958 
年3月、 lLl田 と岡田との対談 「もうひとつの空間の次

元一岡田謙三の近作をめぐってJrみづゑJ682号-
1962年 l月、「岡田さんの個展によせてJr岡田謙三近
作展jギャ ラリ ー ・ム カイ 1979年2月、 「岡田芸術

における東洋とアメリカJr岡田謙三展J西武美術館・
福岡市美術館、 1982年。

50 ニューヨ ークの山田智三郎から斎藤清宛て葉書、

1955年正月ごろ。

51 山回答l三郎「サー・ジョージ・サムソンの思い出J
f国際文化j131号 1965年5月 17頁。
52 前掲註:50、ニューヨー クの山田智三郎から斎藤清宛

て葉書、 1955年正月ごろ。

34 占領矧の美術と冷戦一日本、 ドイツ、アメリカ

53 ハイブア日本美術館は、フエリックス・テイコテイ

ンFelixTikotin (1893-1986)が設立した美術館であ

る。 LUEEIとテイコテ ィンは戦前 ドイツ11寺代からの知り

合いで、 館長への抗騰は矢代幸雄が行っ た。その経緯

については、矢代幸雄 f日本美術の忠人たちj(文畿春
秋新社 1961年 245-247頁)に詳しし、。矢代は同普

で iLU EEI君も快諾した」と記しているが、このころ日
米美術交流に情熱をal_，¥でいた山EEIの本心は、早く日
本に帰りたいということのようだった(テイコテイン

から矢代幸雄宛て菩:筒、 1960年 5月2日付)。開館は

1959年の予定であったが、準備に時間がかかり 1960年

5月25日に よう やく開館、山田のイスラ エjレj，;i;在は、

1958年12月から1960年11J=Jに及んだ (1イスラエルに

日本美術館 七月には開催( 館長に山EEI智三郎氏Jr朝
日新聞J1959年2月21日夕刊13[[[i)。
54 山田智三郎 120世紀のデザイン展Jr現イーにのruu27 
号 1957年2月 5頁， 0

55 同前。

56 山田は1953年にロッ クフエ ラー 3山:夫人のコレクシ

ョンを去らに企画された「現代日本グラブ イyク ・アー

ト」展の作品選定を行っており、 j度米前から口 yクフ

エラー 3世夫妻と交流があった (1文化短信Jr勾;日新
聞j1953年2月28日朝+118間)。

57 当時の応募資格は、消i40歳以下の者。賞金は l等10

万円、 2等 5万円、 3等 l万5千円だった。 1956年第

1W1の受賞者は l等が回仁l-'1i可喜良、 2与がEEIヰl得、 3

等:が内間安理、江見綿子、 古EEI;{iJi高、五l床秀夫、荒井

映延の 5人だった。

58 無記名 「人寸描 ハイブァ日本美術館長にさまった

山回答l三郎Jr朝日新聞j1959年2月25日朝刊 5Tlii。
59 当時、 山田は美術評論家連盟の会員、:何i奈川県立近

代美術館の運営委員だった。また、彼の自宅は北鎌倉

にあり、 美術館と の距l;j!tも近かった。

60 前掲註 7 、十HI稿 1 ，l~L側諸:施設における美術展示空間

ーア一二一・ パイル劇場と陸軍教育七ンタ ーJ29-30 

頁。

61 同展は、脇田平[1、糸国和三郎等14人の日本の現代作

家を11文りヒげ‘た展覧会である。

62 i区18 LU EEI智三郎とii没後の在日欧米人関係図jに
は、恭本的に山EEIと直接的関係があった と思われる人

物のみ記し本文に査場iしなかった人物については

以下の通り。フランシス ・ブレイクモア (IEI姓ベーカ

ー)は CIE情報センタ ーで日本人の民主化教育のため

の情報配布J 展覧会を担当、サロン ・ド・ プランタン

の審査員も務めた。エスター ・クレインは Pacific

Stars & Stripesのレポータ一、ベス・ ブレイクはア

メリカ赤 卜字社婦人部長、リッ ジウェイ夫人は第2代

連合国軍最高司令官マシュー ・リ yジウェイの妻、シ



ボルド夫人は対日理事会議長を務めたウィリアム・

シーボルドの妻。ベアテ・ゴードンは GS(民政局)に

所属し、帰国後はニューヨークのジャパン・ソサエテ

イで働いた。オリヴァー・スタットラーは陸軍の予算

会計係として来日、日本創作版悶のコレクターであり

研究家。 日本美術史家のエレン，コナントは最初アメ

リカ赤卜字社のメンバーとして来日、 1953年にはフル

プライトの留学生として再来日し、この間に北鎌倉の

山日3智三郎の自宅に遊びに行ったという。メルヴイ

ル・マクガバンは横浜陸軍教育センターのプログラ

ム・マネージャー 0

63 山田は、 19621'1三9月から翌年4月までスタンフォー

ド大学客員教授として渡米、 1963年9月から翌年 5月

までニューヨーク、ホイットニー財団教授として渡米、

ノース・カロライナ州立大学及びアイオワ州ドレーク

大学で、東洋美術史を講義した口しかし、 1960年代後半

に入ると、美術評論家連盟会長や日本ユネスコ国内委

員、緊美術評論家連盟副会長、[~立西洋美術館館長

など重織に就いたため、その関連の仕事および原稿に

追われたのか、日米美術交流に特化した仕事が急減し

た。そして著作も『近代の美術18 浮世絵と印象派j

(主文堂 19731'i三)ゃ f日本と西洋一美術における対話
(講談社 1979年)のように、東西美術交流全般に関す

るものがj首えた。

64- "]apanese Art Exhibit At AEC，" p，σcijic Stα1'5 and 

Stntes， ]an. 26， 194-9， p.2. 

65 CWA]は非営利団体 CollegeWomen's Association 

of]apano 問団体は1956年から現代版画展を開催して、

その純益を海外に留学する女子学生の奨学金に当てて

きた。 CWA]関係の資料については、 l可i丑{イ三の丸山輝

氏に提供して頂いた。

66 iJJ 三郎『美術における東西の出会いj(日本文化

研究3)新潮社 1959年3月 44頁。

67 河北倫明『現代版画 IJj (日本版画美術全集8巻 講

談社 1960年)は1950年代後半から1960年にかけての

作品を中心に収録している。なお、『現代版画 1j (日

本版画美術全集 7巻 講談社 1962年)は、明治から

1952年まで、のイ11:品を収録しており、執筆者は小野

である 0

68 ii可北はUJ!33の論を数年前の講演でIjjJいたとするが、

その内容は111El3智三郎『美術における東i百の出会いj

で展開した論とほぼ同じものだったと抗測される。

69 Micbiaki Kawakita， Contel1ψ()1'Q1ツ.!atanesePrintふ

Kodansha International， 1967， Plコ.XIV-XV.

70 lIIT掲註58、無記名「人すiWi ハイブア日本美術館長

にさまった山旧智三郎J。なお、針生-i~mによると、瀧

口修造は山三郎のことを II~領軍へのお出入りを

ひけらかすJ人物として批判的に見ていたという(針

生一郎オーラルヒストリー 2009年2月28日 インタ

ヴュアー:建畠哲、加治屋健司、日本美術オーラル・

ヒストリー-アーカイヴ http://www.oralarthistorγ.

org/archives/hariu_ichiro/interview_Ol.php)。

71 前掲註58、無記名「人寸描 ハイブア日本美術館長

にきまった山日日記三郎」。

72 斎藤清(1956年渡米、アメリカ国務省およびアジア

財団の招月号)、 i謁mj'準一郎(1958年渡米、ジャパン・

ソサエテイの招]惇)、棟方志功(1959年渡米、ジャパ

ン・ソサエテイの招I博)。詳しくは拙稿 11950年代に

おける日米版画の人的交流 斎藤清・関野進一郎・棟

方志功を中心にJ(r近代田説j22号 2013年12月)参
m~のこと。

なお、作家以外には、河北倫明が1958年に国務省の

招l博で渡米しているが、これはUJ田智三郎の口利きが

あったからだという(河北倫明「西洋美術との対話一

山田智三郎さんを悼むJr読売新聞j1984-年4月17日)。

占領期の美術と冷戦一日本、 ドイツ、 7メリヵ 35 



図1.第17回日本版画協会展会場(東京都美術館)1949年
左から山田智三郎、ウィリアム・ハートネット、恩地孝

四郎個人蔵

図3.I Contemporary Japanese PaintingJ 
展自録表紙 1952年
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図2.Pacific Stars and Stripes， Apr. 29， I 950 

図4.神奈川県-立近代美術館を訪れたベティー・/てーゾ
ン一行 (1958年6月頃 フランク・シャーマン撮影)
左から 1人おいて篠田桃紅、 1人おいてベティーリてー
ソン、岡田謙三夫人、土方定一、 1人おいて山田智三郎、
岡田謙三、;豊田哲郎、佐々木静一

『履歴なき時代の顔写真 フランク・シャーマンが捉え

た戦後日本の芸術家たちj(アートテック株式会社発行
1993年)より転載



図5.i20世紀のデザインj展目録表紙 1957年

図7.i Japanese ArtistsJ展目録表紙 1962年

図 6. シェル美術賞の審査風景 (1958年7月 於・神奈
川県立近代美術館 フランク・シャーマン撮影)前安Ij右

から土方定一、岡本謙次郎、針生一郎、 1人おいて江川

和彦、河北倫明、嘉門安雄

『履歴なき時代の顔写真 フランク・シャーマンが捉え

た戦後臼本の芸術家たちJ(アートテック株式会社発行
1993年)より転載

図8. 山田智三郎と戦後の在日欧米人関係国

占領矧の美術と冷戦 日本、ドイツ、アメリヵ 37 



{表 1]陸軍教育センターで行われた版画展一覧

開催日 展覧会名および内容 備考 場所 参考資料

1946長下12月10-14 日 ポー/レ・ジャクレーPa吐 会場で版画制作実演 東京 ① 

Jacoulet展

1947年4月23-25日 ポーノレ ・ジャクレーPaul 目録にウィリアム ・ハートネットの 横浜 展覧会目録

Jacoulet展 百莱

1947年'-7月ごろ 創作)坂匝j展 恩I併:匹l郎(依原朔太郎像》など出 横浜 ② 

EEIE3 I 

1947年冬 吉田博と遠志による版画制作 AEPスクーノレ、異なる時期にも版 東京 1948年 1月 11日

実演 間制作実演

1948年三1月22-28日 現代版画展 AEP折f1薦、ハー トネット・ コレク -=jl遮 展覧会 ~I{ttk 

(創作版町、新版画123点) ンョン 本日; 1948年c1 f-l 25日

目録にl府立:静仕Lの文章

1949年戸1月26日ごろ 日本の民芸展(河井寛次郎、 l階AEPスクーノレのギャラリー 東京 1949生F1月26日

棟方志功、渡辺禎雄)

1949年:.3月21日ごろ 織田ー麿:の石}¥友1函展 AEPスクーノレ 東京 1949年:.3月21日

1949年:ヰ刀;秋 山岸:主計展 横浜 1949生10:.10月151=1 

1949 'Eド11月 山岸主計展 東京 1949壬下10f-J 15日

1949年11月28日-12月 エリ ザベス ・キース Elizabeth AECとサロン ・ド・プランタンの 東京 1949主ド11f-l 23 日

2日* Keith展 協同企画、オーア。ニンクマの日にプラ 1949主1".12月 11=1 

(木版画60点、カラー・エッ ンタンのメンバーと山回答l三郎が

チング、著マ乍、 f鞘会本) 案内役を務める。

1950年‘9月27日ごろ 吉田博遺作展、 54点 占領軍職員と家肢は入場主将r4 東京 1950生下9f-l 27 日

1951年 11月30日ごろ ポール ・ジャクレー木版画展 メノレグィン・マクガパンと面会 横浜 写真あり

1952年2月11-16日 平塚運一木版図展 山田智三郎によるコメントあり。 1 東京 1952年:.2f-l 12日
階展示ホーノレ

1952主F'-3月17-211=1 斎藤開反画展 東京 写真あり

(註)0)横浜美術館企画 ・ 監修『ポーノレ ・ ジャクレー~ (淡交社 2003年)年譜

②オリバー ・スタットラー 「恩H鉾ー匹l郎一世間、のうちに新たに思うJ(W恩地孝:四郎版匝i集』 形象社.:1975年)

-展覧会開催日の*印は*定を示す

・展覧会開催場所の「東京Jは東京陸軍教育センターTAEC、「横浜」は横浜陸軍教育センターY姐 C

-参考資料の年月日は、関連記事がPacificStars & Stripesに略戦された日付

・浮世1会の展覧会は除く

38 占領紛の美術と冷戦一日本、 ドイツ、アメリカ
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